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新年のご挨拶

第５回朗読アラカルト

理事長   城所  ひとみ 朗読名誉会長   加賀美幸子 運営委員長   阿部俐奈 事務局長   山田和雄

第５回朗読アラカルトが、2012 年 11 月 11日 （日） 12 ：30 -18：
30 、赤坂区民ホールに於いて開催されました。  2週間の募集
で先着順 30名締切という、例年人気のイベントです。持ち時
間枠10分、そして演出・音響・照明が全てプロ仕様という中、
今回特に新しい参加の方が多く、 北海道・滋賀・山梨からの
参加者もありました。清々しい緊張感のなかに、熱い 30名の
想いがステージに、客席にと広がりました 。また、遠方の方

謹んで新春のお慶びを申し上げます。

皆様にとって素晴らしい１年でありますよう心よりお祈り申し上げます。

本年も、会員皆様のご要望にお応えできるよう、努力してまいりたいと存じます。

平成25年1月吉日

には城所理事長に着付けを担当して頂いたり、和気あいあい
と盛り上がった雰囲気で長丁場の半日公演が終了しました。
「また、来年も （着たい）来たいです！」「すごく楽しかった又
応募します！」 こんな弾んだ 声を沢山頂いて、担当スタッフ
も良いお手伝いが出来たと、 嬉しい思いで会場をあとにしま
た。皆さまありがとうございました。 また次回も、 出演者、担
当スタッフも共に楽しめるイベントを目指していきましょう。
（アラカルト担当　山村都） 
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第6回朗読コンクール

第６回朗読コンクールを終えて

お天気にも恵まれた1月13日、港区立高輪区民センターホール
にて第６回朗読コンクール本選（港区文化芸術活動助成事業）
が行なわれました。今回は高校生以上を対象に当協会HPより
の応募も可能にした所、秋田、鹿児島、徳島など全国各地から
120名の応募があり、課題作品による２回のテープ審査を経て
24名の方々が本選に出場なさいました。本選は課題作品「蜜柑」
（芥川龍之介）と自由作品の朗読で行ない、審査員５名の先生
方も今回の本選出場者はレベルが高いとおしゃっていました。
接戦の末、優勝２位３位　そして本選出場者の学生５名中一番
得点の高かった方へ学生奨励賞、観客の投票数が一番多かっ
た方へ観客特別賞を授与致しました。観客数も130名を超えた
事も嬉しいことでした。当日は多くの会員がスタッフとして協力し
て下さりコンクールを支えて下さいました。本当に感謝の気持ち
で一杯です。コンクールも様々なやり方、形があると思います。
会員の皆様のご意見をお聞きしつつ次へと繋がればと願ってお
ります。 （第６回朗読コンクール実行委員　渡部玲子）
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関 まさ子
山崎 巌
山本 寿実
濱﨑 俊文
山谷 愛海
今村 剛
森下 侑紀 
柳本 宗春
及部 範子
中川 奈美 
牛田 優子
吉川 京美 

花宴
お母さんへ
二十四の瞳
蜻蛉玉
旅猫レポート
江夏の21球
Ｔｈｅ  ＭＡＮＺＡＩ
かたつむり疾走
死の棘
雨傘
虹の橋
こたつの入り方
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橋本 英子
徳弘 京
左近 博美
手嶋 敦美
清水 杏里
善積 まゆみ
高徳 二三子
髙梨 芳子
石田 敏朗
吉川 雅子
高橋 三男
原田 嵩大

高瀬舟
黒兵衛行きなさい
幸福な食卓
リトル・ウィング
手ぶくろを買いに
高瀬舟
山桜
葉桜と魔笛
紙の妖精と百円の願いごと
貧乏神
羅生門
葉

本選【1月13日（日）13：00開演】
開会のご挨拶　NPO日本朗読文化協会理事長  城所ひとみ
課題作品「蜜柑」（芥川龍之介 作）
休憩
自由作品
ゲスト演奏　女声合唱団のんの
休憩
講評・ 審査結果発表 ・表彰式
閉会

　
審査開始
 　　
審査開始

聞いてみて、自分でも朗読したいものがあった。読み
方の発見も。

皆さんの美しい声と共にいろんな作品にも出会える
し、物語の中に入り込むことも少しできた。「お母さん」
は聴いているうちに自分の母と重なりジーンときた。

高校生の娘がいつかﾁｬﾚﾝｼ を゙考えている舞台。皆様の
熱の入る朗読に感動。様々な表現に学ぶものがあった。

課題が長くて飽きた。でも、個々が皆違う特徴を持って「一
つの文でもこんなに読み方があるんだな」と感動した。
もう少し短いといい。自由は長さも丁度よく面白かった。
朗読がやりたくなる。是非これからもずっと続けてほしい。

全ての出演者が個性を持って作品を表現していた。素
晴らしい。今後も続けてほしいし、参観者が増えるよ
う広報を広めてほしい。自由作品の表現はそれぞれの
出演者がその作品の特徴をよく表現していたが、課題
作品の表現はいろいろとあって、いかに作品のテーマ
を解釈し表現するかによって評価がわかれると思った。

課題作品が「蜜柑」なのが良かった。自由作品は　各々
が自分に合ったものを選んでいて個性が出て良かっ
た。ただ待つだけでなく、コーラスがあったのも良かっ
た。歌声が綺麗だった。朗読は今まであまり知らなかっ
たけど面白い。古臭い良さ、新しい良さの両方があり、
単調で眠くなるイメージの朗読が今後よくなって行く
ことを祈る。
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平家物語の女たち　～朗読でたどるその生涯～

一昨年に引き続き、昨年12月8日再び千葉市男
女共同参画センターにての朗読会に参加する事
が出来ました。加賀美教室「平家物語の中の女
性たち」の有志16名が6人の女性を語りました。
一昨年が良かったので、昨年も200人の会場はす
ぐ予約で一杯になったとの話を伺い、嬉しいとい

うより、その期待に応える事が出来るのかという不安がありました。10
月からの講座でしたので本番までには時間がなく、加賀美先生がお忙
しい中、講座以外にも2回時間を取って下さいました。それでも16名が
練習するのは大変。又、その人数に合わせる為、先生が台本を何度
か書き直しをして下さいました。本番直前の練習ではこれで大丈夫か
と心配でしたが、そこは朗読協会のメンバー、本番に強かった！ 当日
は加賀美先生の解説、そして原文と現代文の朗読。熱心なお客様の
前での朗読は読み手を幸せにします。又、センターの皆様の暖かい対
応に感謝。至福のひとときでした。 （稲本由美子）

開幕と同時に客席はシーンと静まり返った。加賀
美先生の柔らかな解説の声に導かれて私達は平
家「灌頂巻」を語り始めた。それぞれが心を込
めて建礼門院徳子を語れたと思う。心象風景溢
れる大好きな寂光院の描写も過ぎ、私の語る六
道の一つ、天上界の場面となった。徳子の半生

で一番幸せな時である。運命に弄ばれたとはいえ、死以上に生き長
らえる苦悩を味わう徳子の幸せな一瞬を、ひときわ輝かしく語った。
励ますように、 いとおしむように。そして、いつか古典であることも忘
れ一人の女性を語っていた。平家物語の女性は、そのくらい魅力的
である。加賀美講座の成果と思う。 （近藤とうこ）

五時半起床、着付けをして七時半出発。町田か
ら千葉は実に遠い。寒そうな、でもいささか緊
張した面々が改札に集まっている。更級日記に
続く平家物語・・・・・私には、とてもとても面白く、
そして楽しい催しであった。実は今回の決まりご
と「練習の三回は必ず参加のこと！！」の一回がど

うしても不可能だった。私は状況説明のため事務局と相談した。ほん
の僅かな時間でも駆けつけて、その一回に参加するから何とか、
と・・・・。めでたく許されて、大好きな巴御前を声張り上げ読ませ
ていただき、満足、マンゾクである。 （深澤真理子）

平家物語の女たち～朗読でたどるその生涯～に
参加して。何年か前に「平家物語」の群読を聞
いた事があります。男性の力強い声に合わせた合
戦の場でした。それ以来不勉強な私は古典に触
れる機会もなく、原文を読もうとは夢にも思って
いませんでした。朗読を聞くという事は素晴らし

い事だと思います。黙読では味わえない瑞みずしい感性が伝わってき
て、中世の女性達の悲しみや苦悩が今を生きている私の気持ちと重
なります。大きく歴史を動かしていく男達の影で日々の暮らしを続け、
人としての尊厳を守り、語りついでいく役割を果たして生きた女性達が
深く印象に残りました。この講座を通して古くて新しい世界の入口に立
てた事を感謝しています。 （和田久美子）

出演者氏名（出演順）
1部 「女たちの群像」　1.坂本有子　2.秋山悦子　3.羽村郁子　4.深澤真理子　5.稲本由美子
3部 「建礼門院徳子の生涯」　1. 小川弘子　2.松永朱未　3.本間恵子　4.稲葉慶子　5.川口
和代　6.阿部俐奈　7.近藤とうこ　8.和田久美子　9.山村都　10.見澤淑恵　11.臼田敦子
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かもめ朗読会

「第８回かもめ朗読会」を終えて

１１月２６日（火）２時～高輪区民ホールにて開催。後援：kissポー
ト財団・港区社協。広告掲載：毎日新聞・情報紙 kissポート・
ボランティア情報。「全員参加して楽しい朗読会を」の呼びかけ
に出演者が３０人。今回は演目毎に実行委員が構成・演出を担
当。全員が受付・誘導などのスタッフを兼ね、進行・音響・照
明は当日しか来られない４人が担当、春に入会した新人も大活
躍、かもめ全員が一丸となって公演にあたった。第１部では朗
読ボランティア訪問の実践を舞台でみせ､観客も参加して大きな
声を出して楽しんでいただき、第２部では心に響く朗読に聴き
入っていただいた。江東区視覚障害者福祉協会会員の加藤さん
が点字を読みながら詩を朗読されたのも感動を呼んだ。「かも
め」はいろんな体験ができ、よい友人が出来、知らず知らずの
うちに思わぬ力がついてくる魅力いっぱいのグループ。充実した
朗読活動はぜひ「かもめ」で！　　　  （かもめ代表　田中邦子）

◇来客数約９０人中
◇情報源

アンケートの感想から：
・参加型の公演を楽しみ、「脳カツ」ができた　　
・バラエティーに富んだ内容　　　
・レベルが高い・皆さんの声がいきいきしていて元気が出た  
・年を重ねても、こんな張りのある朗読をしたい
・会場と一体感を作った面白いアイデア      
・朗読の良さを再認識　　　　　　
・朗読ボランティアをしたい
・台本にこだわりマイクに依頼している　　　　   
・もっと語りかける努力を望む。
・舞台裏の話し声が聞こえた　　　　　　　　　   
・時間が長すぎる

※アンケートのまとめ
２７枚回収
知人から…１３　
湊区から(Kissポート、区のチラシ )…８ 
公演会、教室、カルチャー…５　
インターネット、新聞…４








